
 

 

平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 株式会社 ソーケン （間伐材普及促進会） 

業種・業務内容 内装工事全般 

 

連携事業の 

テーマ 

・地球温暖化防止活動（間伐材利用促進） 

テーマの説明 

◎地球温暖化防止活動。 

 1.間伐材を利用した商品作りと販売促進。 

 2.環境改善商品などの提案（間伐材を利用した商品提供） 

◎間伐材の利用方法と商品提案。 

◎地球温暖化防止活動のセミナー等。 

◎里山見学と間伐作業の実施体験（10 月予定） 

◎自治体主催のイベント出展 

 

実施時期 通年 

実施場所 千葉県内（市川市・浦安市・船橋市・山武市等） 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

☆NPO に求める事 

◎間伐材の提供と促進方法（間伐材を支給して頂く） 

◎間伐材の運搬輸送。山武市→ソーケン製作所への輸送協力 

山武市からの間伐材を市川市までの運搬を協力 

◎各種イベントへの合同参加。 

◎セミナーやイベント時の場所提供等。 

 

☆間伐材普及促進会より提供 

◎商品の提案・サンプル作り（共同制作等） 

◎販売先の提供（EC サイト ソーケン侍商店の利用） 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 株式会社 ソーケン （間伐材普及促進会） 

業種・業務内容 内装工事全般 

 

連携事業の 

テーマ 

・障害者施設の雇用改善及び親の悩み相談施設開設支援。 

テーマの説明 

◎障害者施設との取り纏め 

◎障害者施設の雇用改善（賃金アップ） 

◎障害者施設で製作した商品の販路拡大。 

◎障害者の両親の持つ不安や悩みを相談支援出来る施設作り。 

◎障害者施設の内装工事（リニューアル工事等） 

 

実施時期 通年 

実施場所 千葉県内（市川市・浦安市・船橋市周辺を主に） 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

☆NPO に求める事 

◎障害者施設と間伐材普及促進会の取り纏め 

◎各障害者施設を一括して取り纏め（仕事センター的な） 

◎障害者達の雇用確保及び賃金の安定を確保できる仕組み作り。 

◎相談支援施設の運営 

 

☆間伐材普及促進会より提供 

◎EC サイトの参入（商品販売） 

◎施設の改修・内装工事（有料） 

◎障害者施設への仕事依頼 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 株式会社 ソーケン （間伐材普及促進会） 

業種・業務内容 内装工事全般 

 

連携事業の 

テーマ 

・恵まれない子供達との交流支援及び施設の改修工事 

 

テーマの説明 

◎恵まれない子供達との交流支援 

 1.子供達が、安心して生活できる夢のある社会作りと支援活動。

  イベント開催して、子供たちとの交流。  

2.子供虐待ゼロを目指す活動。 

◎施設の改修工事 

 子供達が暮らす施設の、改修工事（トイレ工事）や補強工事。 

 

実施時期 通年 

実施場所 千葉県内（市川市・浦安市・船橋市周辺を主に） 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

☆NPO に求める事 

◎子供施設紹介（NPO 団体と連携する施設紹介） 

◎子供施設への贈与品の検討と商品提案 

◎合同イベント開催 

◎施設改修工事の合同運営 

 

☆間伐材普及促進会より提供 

◎オリジナル商品の販売先として 

EC サイト（ソーケン侍商店）の参入 

◎遊具等の製作、提供 

◎デザインの提案等 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 東京ガス株式会支社 千葉支店 

業種・業務内容  ガスの製造・供給及び販売 

 

連携事業の 

テーマ 

 

温暖化防止に向けたエネルギー利用に関する勉強会等の実施 

 

テーマの説明 

 

□事業の背景 

地球温暖化対策は喫緊の課題であり、我々ガス事業者も低炭素社会に

向けて、天然ガスや高効率機器･システムの普及促進等に日々取り組

んでいる。特に地域レベルにおいては、お客さまへの省エネ情報の発

信、エコ・クッキング等の体験型講座や環境施設見学会の実施等、県

民の皆様の取組みを促すための環境教育やコミュニケーション活動

を行っている。 

しかしながら、そういった活動を行う中で、電気や都市ガスなどのエ

ネルギーについては毎日使うものでありながら、体系的に理解する機

会が少ないために、適切な省エネ行動等に結びつきにくいのではとい

う課題認識がある。 

更に、エネルギーを供給する側と使う側においては、知識や考え等に

ギャップがあり、今後、効果的な温暖化対策を実施していくためには

立場の違う人々が双方向に議論したり、意識や考えの差をできるだけ

少なくしていくことが必要と考える。 

 

□事業の目的・内容 

低炭素社会に向けたエネルギーの利用等を題材にした市民対象の勉

強会・意見交換会を地球温暖化防止等の環境問題に携わるＮＰＯと連

携して実施するもの。 

１．内容 

①低炭素社会に向けたエネルギーの利用等についての専門家によ

る講義と意見交換 

②エコ・クッキング等の料理体験 

（食を切り口に、料理体験と組み合わせたり、カフェ風にアレンジ

して意見交換を行うことでコミュニケーションを活発化させる 

工夫をする） 
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２．対象  

環境問題に関心のある県民 20 名程度 

３． 場所  

東京ガスキッチンランド千葉（料理教室）や県内の貸切可能な 

カフェ・レストラン等 

４．実施時期 

    2010 年 11 月～2月頃 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

 

□ＮＰＯに期待すること 

・温暖化防止や省エネに係る問題意識 

・市民とのネットワーク 

 

□企業から提供できること 

・場（特に、食をきっかけにした料理教室やカフェ風スペース等） 

・エネルギーに係る専門知識と講師 

 

 

 



 

平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 MADO ショップ 千葉花見川店 （株式会社マルウ） 

業種・業務内容 鋼製建具販売業・窓のリフォーム店 

 

連携事業の 

テーマ 

窓のリフォームで二酸化炭素排出量を少なくし、地球温暖化を防ぐ

（断熱性の高い窓にすれば、冷暖房ｴﾈﾙｷﾞｰを大幅に削減できる） 

テーマの説明 

既存の住宅は、日々古くなって行き、例えば２０年ほど前に建てら

れた住宅の窓サッシは、シングル（1重）ガラスが一般的であった。

断熱性能も衰えて行き冷暖房をフルに使わなければならなくなっ

ている。 

住宅において、暖房の熱の実に５１％が窓から外に逃げ、冷房して

も窓から６９．３％熱が入り込んで来る。冷暖房エネルギーを削減

する為には、窓のリフォームが重要です。 

そこで、既存窓のサッシの内側にもう一つ内窓を付け２重サッシに

したり既存窓の枠の上に高性能断熱サッシをカバーして付けてし

まう施工方法があります。これにより、冷暖房エネルギーを抑え二

酸化炭素排出量を削減します。また、躯体を大きく壊すことも無く、

建築ゴミを出しません。 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

NPO の持つ専門性、情報ネットワークを活用して、弊社の行う各種

イベントに NPO 講師の方を派遣して頂き、例えば「地球温暖化をス

トップする為、冷暖房エネルギーを抑える必要性について」の説明

会を実施して頂く、等の能力活用型のパートナーシップ事業の実施

を希望します。 

この様に NPO と弊社が手を組んで、二酸化炭素排出量の削減、地球

温暖化防止への活動を強化して行きたい。 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 株式会社エスコアール 

業種・業務内容 障がい者や認知症用の教材・福祉用具の開発・販売、出版 

 

連携事業の 

テーマ 

高齢者の生活意欲向上やもの忘れ防止、介護で役立つ教材や器具、

用具などの協働開発 

テーマの説明 

弊社は創業以来 20 年間障がい者に関する教材や生活補助用具などを開

発・販売してきました。特に障がい者のコミュニケーション関連機器など

を得意とする会社です。これまで病院のリハビリ関係者や特別支援学校の

先生、NPO などのアイディアを開発・商品化してきました。数年前より認

知症向けの商品開発も開始しました｡ 

認知症やもの忘れで困っている方や高齢者の方々を対象に、生活面での

意欲向上やもの忘れ防止に役立つアイディアや技術を、ご紹介いただき協

働で開発・商品化します。また現在手作りで使用している物などを商品化

します。 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

下記のような商品開発に関する協働企画を募集します。 

１）認知症やもの忘れの進行を遅らすことや脳の活性化を目的とした教

材や器具、用具。 

２）もの忘れ予防のために時間等を自動で案内してくれる用具。 

３）その他、認知症やもの忘れのある方々の生活意欲向上やもの忘れ防

止に役立つ器具、介護で役立つ器具など。 

応募いただくアイディアや技術は、NPO が著作権を所有しており、他社

の特許などを侵害しないものであることが条件です。必要に応じて類似特

許調査は弊社で行います。 

商品化が決まりましたら、開発途中で試作品のモニター等でのご意見・

ご提案をお願いします。 

商品化後全国展開で販売活動を行い、売上に応じて NPO に寄付をさせて

いただきます。開発に要する費用は原則として企業負担とします。 

弊社に２級ユニバーサルデザインコーディネーターの社員がいます。 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 株式会社エスコアール 

業種・業務内容 障がい者や認知症用の教材・器具・用具の開発・販売、出版 

 

連携事業の 

テーマ 

障がい児・者に使いやすく便利な教材や器具、用具などの協働開発

 

テーマの説明 

弊社は創業以来 20 年間障がい者に関する教材や生活補助用具などを開

発・販売してきました。特に障がい者のコミュニケーション関連機器など

を得意とする会社です。これまで病院のリハビリ関係者や特別支援学校の

先生、NPO などのアイディアを開発・商品化してきました。また NPO が開

発制作した商品の販売のお手伝いもしてきました。 

障がい児・者の学校生活や日常生活を豊かにするアイディアや技術をご

紹介いただき、協働で開発・商品化します。また現在手作りで使用してい

る物などを商品化します。 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

下記のような商品開発に関する協働企画を募集します。 

１）障がい児・者がコミュニケーションをしやすくする用具。 

２）障がいのある方々が、生活が楽しくなるような“かわいい”ファッ

ショングッズ、衣服など。 

３）その他、障がい児・者に使いやすく便利な教材や器具、用具など。

４）必要に応じて上記開発商品に関する相談活動などのサービス。 

応募いただくアイディアや技術は、NPO が著作権を所有しており、他社

の特許などを侵害しないものであることが条件です。必要に応じて類似特

許調査は弊社で行います。 

商品化が決まりましたら、開発途中で試作品のモニター等でのご意見・

ご提案をお願いします。 

商品化後全国展開で販売活動を行い、売上に応じて NPO に寄付をさせて

いただきます。開発に要する費用は原則として企業負担とします。 

弊社には、２級ユニバーサルデザインコーディネーターの社員や服飾デ

ザイナーを経験した社員がいます。 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 東京ベイ信用金庫 

業種・業務内容 金融業 

 

連携事業の 

テーマ 

 

高校生及び若年層の「ライフプラン」の立て方に対するアドバイス

 

テーマの説明 

当金庫では、千葉県立市川工業高校で平成 20 年度、平成 21 年度と過去

2年間高校 3年生に対して、千葉県市川警察署と協働で「金融経済教育と

犯罪防止講義」を実施しています。 

また、市川商工会議所が毎年 4月に主催して行う「新入社員教育講習会」

においても、「ライフサイクルに応じたリスクと資金管理について」とい

う金融教育を行っています。 

当金庫の内容は、金融広報中央委員会が製作した出版物を教本として使

用し、過去から現在の全体的な統計等にもとづいた講義となっています。

警察署は、警察庁が製作したＤＶＤ等を活用して、今起こっていることを

リアルタイムでお伝えしています。 

過去から現在、今起こっていることを聞いたうえで、若年層の受講者が、

ライフプランを立てようとするときに、ポイントとなるようなことをＮＰ

Ｏの方々の能力をお借りしてアドバイスをいただけたらと考えておりま

す。 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

特にございません。 

講義は、授業 2時間（50 分×2）で実施していますので、ＮＰＯか

ら直接受講者に対してお話をいただく時間は、なかなか取れないと

思っておりますが、今後高校生が相談したい場合には、ＮＰＯのご

協力を得て、継続的な連携が取れるように検討していきます。 

ＮＰＯの持つ専門性・情報・ネットワークを活用させていただけ

ればと考えております。 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名  有限会社 フリーデンオフィス 

業種・業務内容  企画コンサルタント＆サービス 

 

連携事業の 

テーマ 
環境（生ゴミ処理＆ＣＯ２削減）改善ネットワーク事業 

テーマの説明 

当社商品の生ゴミ処理機に依る生ゴミ処理は焼却炉処理、或いは乾燥機処

理と違いＣＯ２排出量を 26％以上削減可能。又、処理後 6ヶ月 1回適量 

（多すぎはＮＯ）排出の一次発酵の残差は花壇、畑等に埋設処理し過程で

二次類似発酵させ肥料として活用出来る。此の生ゴミを準肥料として活用

する事で、花壇、或いは野菜栽培に利用する出来、循環型のごみ処理シス

テムの構築が可能。花いっぱい運動への盛り上げも可能。 

このシステムを循環型社会への導入の為に排出者の学校、団地自治会、行

政関係の施設、或いはＣＳＲ企業へＮＰＯの協力を得てネットワークの構

築を事業とする案です。 

小学校の例では給食生ゴミ残差用に処理機を設置して貰うと同時に生徒

の家庭からも花壇、或いは菜園の肥料に利用出来る事で持参させることで

一般社会へのゴミ放出を削減する。環境教育、或いは菜園であれば食育教

育の体験学習に組み込んで貰う等で循環型社会を説明する。 

本事業はパートナーシップの構築例が多ければ多いほど社会貢献に大き

く寄与できると確信する。 

ＮＰＯへの提案はシステム構築の為の知識、各の地域情報、関係先への具

体的アプローチ、設置指導運転、運転後のアフターケア等での協力をお願

いする事で事業を推進させる。 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

条件としては各ケースでの本事業構築までの調査経費、説明会図書作成

費、会議費用等は提案者の当社が拠出する事は約束出来る。又、運転後の

アフターケア等で得られるランニングの収入からＮＰＯへは継続的に協

力費用を捻出する事とする。 

 

 

№ ９  



平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 東電環境エンジニアリング株式会社 

業種・業務内容 サービス業・環境関連設備の運転･保守、環境アセスメント他 

 

連携事業の 

テーマ 

 

地元種の育成とそれらを用いた地域緑化の普及活動 

 

テーマの説明 

【事業の背景】生物多様性の保全に配慮した植樹、ビオトープづくり、緑

化事業などを推進するため、当社ではその材料となる地元産動植物の育

成、管理を行っている。また、耕作放棄水田等の生物生息場としての再生

に関わる環境整備技術等について、当社施設において検証実験を行い、各

種技術の蓄積にも務めている。 

【事業の目的、内容】生物多様性に配慮した緑化（環境づくり）を各種主

体の連携により、地域レベルで普及、展開させるため、下記内容を当社と

協同で実施する。 

・当社施設におけるビオトープ整備試験および維持管理 

・里山での植樹、管理 

・生き物観察会、地域住民等との交流活動など 

【事業の実施時期】パートナーシップ事業協定締結次第実施 

【事業の実施場所】千葉市緑区大野台の当社施設 

 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

【ＮＰＯに求める条件】 

・当社の目的、方針に沿って上記事業に従事できる能力を有すること。 

・当社施設での日常作業、現場における活動の実施日に制約がないこと。

 ＊経験、技術については当社でフォローアップ可能。 

【当社が提供できる条件】事業フィールド、資材、生物育成技術など 

【予算上限額】従事内容に対する対価をお支払いいたします。 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 ロック開発株式会社 

業種・業務内容 不動産業（ショッピングセンター専業ディベロッパー） 

 

連携事業の 

テーマ 

 

女性の健康を応援する取り組み 

テーマの説明 

ロックタウン木更津駐車場及び通路において、来店客を対象に乳がん検

診など女性の健康を応援する取り組みを実施したい。 

 

 

 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

ＮＰＯに期待すること 

・女性の健康に関する専門性 

・イベントの企画・運営 

 

企業から提供すること 

・場所の提供 

・来店客、及び地域にお住まいの皆さまへの事前告知 
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平成２２年度 千葉県 企業・ＮＰＯによるパートナーシップ事業（テーマ応募様式） 

 

企業名 利根コカ・コーラボトリング株式会社 

業種・業務内容 清涼飲料水（コカ・コーラ製品）の販売 

 

連携事業の 

テーマ 

－森に学ぼうプロジェクト－ 

コカ・コーラ・森の博士プログラムで森のことを学ぼう 

自然の中で森に親しみ、森の役割を知ろう！ 

森等での環境イベントへの訪問授業を実施 

テーマの説明 

利根コカ・コーラでは、清涼飲料水と関わりの深い、水や大切な空気を

育み、生命の源となっている森をテーマにして「森に学ぼうプロジェクト」

を立ち上げ、様々な活動を行っております。今回のプログラムは、それら

の活動の一環として多くの子どもたちに「森」の大切さを学んでいただく

とともに、現在の地球温暖化などの環境問題と直結し、自分たちの生活の

中でどのような工夫をすればよいかを学んでいただこうとするものです。

また、通常子どもたちが触れることのできない企業の環境問題への取り

組みも紹介し、社会勉強の側面の合わせて学んでいただきます。 

○ 森の博士プログラムの水の巻・空気の巻を実施 
○ 森の土壌小型版（ペットボトルで作成）で水の浄化実験 
○ ゴミ問題、リサイクルについて（ペットボトル精製物を用意） 
○ 進行は森の住民ツリーマンが行ないます 
○ この内容で９０分程度を予定 
森の博士ウェブサイト http://www.cocacola.co.jp/uruosu/mori/ 

 

ＮＰＯと連携す

る際の条件 

○ 本年９月１日～１０月末までの期間（次年度は７～１０月） 
【本年は２回まで、次年度３回まで対応】 

○ 小学生高学年【４～６年】が対象（親子での参加可） 
○ 森でのイベントを希望しますが、屋内施設があればベスト 
当方で PC、プロジェクター、スクリーン等用意しますが 

電源が必要となります 

○ 1 泊２日のキャンプも可としますが、基本的には１日のイベン
トを希望 

○ 森等のフィールドで自然体験やネイチャーゲーム等の楽しく
遊ぶ・学ぶ・体験する企画のイベントを希望 

○ 弊社－森に学ぼうプロジェクト－の横断幕やのぼりの使用 
○ 弊社で飲料の提供やイベントの費用負担も検討できます 
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